
広島都市学園大学 子ども教育学科 2026年度
科目コード E3130 科目名 子どもの生活と遊びの探究Ⅰ

履修区分 選択 開講期 2年前期 授業回数 15回 単位数 2単位

担当者 中川　順子

授業の概要
「生活」「遊び」という言葉の一般的な意味の理解にとどまらず，子どもにとって「生活」「遊び」とは何を指すのかを考える。
保育者として子どもとかかわる際に必要な子どもの生活と遊びについての理解を，実際に体験しながら学ぶ。

DPとの関連

①平和を希求し、その教育に努め、幸せな人生を創造しようとする力を身につける ○

②人間愛のもと、ケアすることの意義を教育・保育の専門性において学び、専門的な知識・技術との統合を図る力を身につける ○

③修得した専門的な知識・技術を活用し、教育者・保育者として実践する力を身につける ◎

④教育・保育者として、子どもの育ちや学びに関わる問題について時代の変化を見通して研究し、新たな価値の創造を図る力を身につける ○

⑤社会との連携を図り、人々の教育的・保育的ニーズや社会的ニーズに応えることができる力 ○

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

到達目標
・子どもの生活と遊びについて実際に体験することを通して子ども理解について学び，実践現場で活用できる。
・子どもの生活や遊びを充実させるために必要な保育者のかかわりや環境を考え，修得できる。

履修上の注意事項
実際に遊びを体験するため，動きやすく汚れを気にしない服装で受講すること。

授業計画

回数 講義内容【担当教員】 事前・事後学修

1 生活①　子どもの「生活」とは
事前学修：大人と子どもの「生活」の相違や，子どもの「生活」について考える(30分
)　事後学修：子どもの「生活」について学んだことを自分の経験とあわせて説明する
(30分)

2 遊び①　子どもの「遊び」とは 事前学修：大人と子どもの「遊び」の相違や，子どもの「遊び」について考える(30分
)　事後学修：幼児期になぜ遊びが大事であるのかを説明する(30分)

3 遊び②　子どもの「遊具（玩具）を使った遊び」を考える
事前学修：幼稚園や保育園，認定こども園にある遊具（道具）一つを取り上げて，遊
び方や特性を知る(30分)
事後学修：遊具（玩具）の特性と子どもの発達に及ぼす影響をまとめる(30分)

4 生活②　子どもと「ひと」とのつながりを考える
事前学修：子どもの周囲の環境である「ひと」について考える(30分)　事後学修：人
とつながろうとする態度についての事例から子どもの育ちを考察する(30分)

5 生活③　子どもと「もの」とのつながりを考える
事前学修：子どもの周囲の環境である「もの」について考える(30分)　事後学修：も
のとつながろうとする態度についての事例から子どもの育ちを考察する(30分)

6 生活④　子どもと「こと」とのつながりを考える
事前学修：子どもに関係する事象や経験について考える(30分)　事後学修：子どもが
経験する事象や経験についての事例から子どもの育ちを考察する(30分)

7 生活⑤　子どもの生活にある「危険」について考える 事前学修：子どもに起こりうるケガについて調べる(30分)
事後学修：リスクとハザードについて考え，まとめる(30分)

8 遊び③　森で遊ぶ（１）草や虫，小さな生物と出会う
事前学修：身近な草や虫，小さな生物を1つ取り上げ，特性を知る(30分)　事後学修：
森で遊んだ経験を通して子どもが草や虫，小さな生物と出会う際の保育者としてのか
かわりを考える(30分)

9 遊び④　森で遊ぶ（２）自然を感じる　　　　　
事前学修：自然を感じるとはどういうことかを考える(30分)　事後学修：森で遊んだ
経験を通して，自然を感じるとはどういうことかを事例を考えて説明する(30分)

10 遊び⑤　森で遊ぶ（３）自然に触れて遊ぶ　　
事前学修：どのような自然遊びがあるかを考える(30分)　事後学修：森で自然に触れ
て遊んだ経験を通して，その経験は子どもの育ちにどのように関係するかをまとめる(
30分)

11 遊び⑥　森で遊ぶ（４）森の探検に出掛ける　　　
事前学修：生活⑤を参考に，森でのリスクとハザードについて考える(30分)　事後学
修：森での1日の経験を通して，自分が保育者になった際にどのように自然とのかか
わりを保障するかを考える(30分)

12 遊び⑦　子どもの「身体を使った遊び」を考える　 事前学修：身体を使ってどんな遊びができるかを考える(30分)
事後学修：授業で行った遊びを年齢を設定してルールや指導案を考える(30分)

13 遊び⑧　子どもの「自然物を用いた遊び」を考える　 事前学修：森での体験から身近な自然物を用いた遊びを1つ取り上げる(30分)
事後学修：季節の自然物を意識した遊びを考え，まとめる(30分)

14 遊び⑨　子どもの「ごっこ遊び」を考える
事前学修：「ごっこ遊び」について調べ，意義を考える(30分)　事後学修：調べてき
たことの共有や授業での学びを通して「ごっこ遊び」で育まれる子どもの育ちをまと
める(30分)

15 遊び⑩　子どもの「製作遊び」を考える 事前学修：子どもの「製作遊び」について1つ取り上げる(30分)
事後学修：幼稚園等でどのように製作活動を取り入れるか考え，まとめる(30分)

成績評価方法
授業内での討論への参加50％，各講義終了時に「学びの記録（小レポート）」を提出50％
ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。
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教員からの
メッセージ

自分が子どもだった頃を思い出して楽しんだり，子どもの姿を想像し実際に体験したりすることで，子どもの感覚や感じ方の理解に務めまし
ょう。
授業で学んだことを振り返る時間をもつことで，実践の場において，目の前の子どもの姿に合わせて学びを活用することに繋がります。

教員との
連絡方法

第1回目の授業でお知らせします。

実務経験の
ある教員

幼稚園教諭，保育教諭の立場から子ども理解に繋がるように授業を行います。また，幼稚園に来ていただき，実際の保育環境を見たり，森で
の遊びを体験していただくことで子どもの「生活」と「遊び」について理解が深まるようにします。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

